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騒音の社会反応の測定方法に関する国際共同研究

―一日本語のうるささの程度表現語の年齢層間・地域間比較一一
*
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[要旨]騒 音のうるささに関して種々の言語間で比較可能な尺度を構成することを目的として,ICBEN
Team 6が提案する方法に従って日本の 4地域の 20代から60代以上の年齢層にわたる 1,102名 の被験者を

対象として,騒音のうるささの程度表現語に関する実験を行った。その結果を基に「非常に」,「だいぶ」,
「多少」,「それほど…ない」,「 まったく…ない」が 5段階尺度の言葉として選ばれた。これらの言葉の評価

は,「多少」に年齢層による違いが見られるものの,他の言葉は年齢層問,地域間で比較したところ差が小
さく,騒音に関する社会調査で使う言葉として適切であることが判明した。一方,こ れまで評価尺度の上位
の言葉としてよく使われてきた「かなり」や「きわめて」の評価は男女問,年齢層間,地域間ともに差が大
きかった。
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1. は じ め に

1997年 ,ICBEN(International Commission on

Biological Effects of Noise)Team 6(COmmunity

Response to Noisc)に よって,様々な言語で程度表

現語を用いた騒音のうるささの評価尺度を構成し,相
互に比較できる標準的な尺度とするための国際共同研

究が始められた。筆者らもその一環として同チームが

提唱する方法に則って日本語の尺度を構成するための

実験を行ってきた。実験は,騒音のうるささに関する
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5段階尺度と4段階の各カテゴリを表す程度表現語の

候補として用意した 21種類の言葉の中からどの言葉

が適当であるかを選択する作業と,その 21種類の言

葉が表すうるささの程度,すなわち言葉の強さを長さ
100 mmの線分上に印を付けることにより線分の長さ

で評価する作業からなる。

まず,全国にまたがる4地域で学生を中心 とする
20代の若い人々を被験者にしてうるささの程度表現

について実験を行い,データを収集した[1]。 その結
果,個々の言葉で表される程度表現の強さは年齢層に
よつて異なる可能性のあることが予想されたため,ま

ず,九州で 20代以上の成人男女を対象として同じ実
験を行い,言葉によっては年齢層の間で程度表現の強
さに有意な差があることを示した[2]。 その後,こ の

実験を全国規模に発展させ,北海道,関東,近畿,九
州の 4地域で幅広い年齢層にわたる成人男女 1,102名

の被験者からデータを得た。そして,そ の全データに

基づいて 5段階のカテゴリ尺度の程度表現語として,

「非常に」,「だいぶ」,「多少」,「それほど…ない」,

「まったく…ない」を選定し,標準的な尺度として用
いることを提案した[3]。

しかし, この尺度が実際に今後我が国で行われる騒

音のうるささに関する社会調査の尺度として広く用い

られるようになるためには,それを決める際の基本に

した 21種類の程度表現語が選択のベースとして適切

なものであり,尺度に採用した五つの程度表現語が性
別や年齢層,地域によらず最適なものであることを確



%

かめておかなければならない。本研究は, こうしたこ

とを動機 に,各程度表現語の言葉の強 さ (Inten_
sity)や 被験者がどれくらい好んでその言葉を特定の

カテゴリに相当するものとして選択するかを表す選択

度数 (Preference)を ,男女,年齢層,地域にわたっ
て上ヒ較・検討したものである。

2.被験者の属性

被験者の年齢層・地域ごとの性別構成を表 1に示

す。地域別の年齢構成は,北海道と九州では年齢層ご

とにほぼバランスがとれているが,関東と近畿では被

験者の年齢層間の分布に若干のアンバランスがある。

20代の被験者は関東では29%,近畿では39%を 占め
ているが,60代以上の被験者は関東では13%,近畿
では 11%と 少ない。全地域にわたって合計すると,

20代が 29%と 最も多く,60代以上が 14%と少なめで

あるが他の年齢層はほぼ 20%である。なお,男女比
は各地域ともに,ほぼ 1対 1の割合である。

被験者の属性に関して,生誕地,現住所並びに最も

長く住んだ都市について回答を得ている。北海道では

77%が札幌に,関東では東京 。千葉・神奈川の首都圏
に88%,近畿では大阪府と兵庫県に84%,九州では

熊本と福岡に 90%以上が住んでおり,生誕地も居住

地と同一と回答した者の割合が 30%か ら50%である。

北海道,関東,近畿,九州で収集した有効データの

うち,各々の地域に最も長 く住んでいたと回答した

人々の割合は,そ れぞれ 99,90,88,90%で あり,
ほとんどの人々はデこ夕を回収した地域に最も長く住

んでいた。年齢層別・地域別のサンプル数は十分多

表 1 被験者の年齢層・地域ごとの性別構成

年齢層
地域

20代 30代 40代 50代 60代以上 全年齢層
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く,ほ とんどの被験者がデータを回収した地域に最 も
長 く住んでいたので,表 1の 4地域のデータに基づ
いて地域差を検討しても問題ないと考えている。

3.言葉の強 さと言葉が好んで選択 され る度数
の男女間・ 年齢層間・ 地域間の比較

実験は,騒音のうるささに関する5段階尺度と4段

階尺度の両方を構成す るように計画 されたが,

ICBEN Team 6は 各国での実験結果と社会調査にお

ける人々のカテゴリ判断の分解能を考慮して 5段階尺

度を国際的に共通に使用するのに適した尺度とするこ

とを決めた。従って,以下では 5段階尺度に割り当て
られた言葉の強さと選択度数を男女問,年齢層問,地
域間で比較する。

3.1 言葉の強さの男女間比較

図-1は 21種類の程度表現語の強さのデータを,男
女に分けて整理し,比較したものである。図の横軸は

程度表現語を並べたもので,全被験者の言葉の強さの

平均値が小さいものから順に左から右へ並べてある。

縦軸は各々の程度表現語の男女別に平均した言葉の強

さ (最大値 100)である (男性 545名 と女性 557名 )。
この図によれば,「あまり…ない」から「多少」ま

で程度の小さい言葉では男性の評価が女性を上回って

いるが,程度の大きい言葉では男女間で顕著な差異は

見られない。この男女間の違いに関する傾向は年齢層

及び地域別に比較しても変わらず,ほ ぼ一貫してい

る。

そこで,性別と年齢層,お よび性別と地域に関する

2元配置の分散分析を行ったところ,「ほとんど…な

い」,「あまり…ない」,「たいして…ない」,「それほど

…ない」,「わずかに」,「すこし」,「いくらか」,「や

や」,「多少」といった程度の小さい言葉 と,「かな

り」,「そうとう」,「 きわめて」という程度の大きい言

葉に関して性別の主効果に危険率 1%で有意差が見ら

れた。
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図-1 21の程度表現語の強さの男女間比較
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表 2 男女の各年齢層ごとに構成した 5段階尺度

カテゴリ
年齢層

20代 少

少

多

多

男

女

まったく  あまり
まったく それほど

だいぶ  きわめて
だいぶ  きわめて

30代 男

女

まったく たいして
まったく わずかに

だいぶ  非常に
だいぶ  非常に

多少

比較的

40代 男

女

まったく それほど
まったく  あまり

多少  だいぶ  きわめて
比較的  だいぶ  非常に

50代 男

女

まったく それほど
まったく わずかに

だいぶ  非常に
かなり  非常に

比較的

比較的

60代以上 男

女

まったく たいして
まったく たいして

かなり  非常に
だいぶ  非常に

わりに

比較的

全年齢層 男

女

まったく それほど
まったく わずかに

だいぶ  きわめて
だいぶ  非常に

多少

比較的

表-2は ICBENで提案されている言葉の選択手順
[3]に従って男女の各年齢層ごとに5段階尺度を構成

したものである。すなわち,1)言葉の強さが各カテゴ

リに対する強さの基準値 (線分評価による最大の強さ

を100と すると,0,25,50,75,100)に 逝れ こヽと,
2)言葉が特定のカテゴリに好んで選ばれ,他のカテゴ

リには選ばれないこと,3)言葉に対する被験者間の評

価のばらつきが小さいことを考慮して選ばれた。

カテゴリ2で選ばれた言葉は年齢や男女によってそ

れぞれ異なるが,カ テゴリ3では男性の 60代以上で

「わりに」が選ばれた以外は,「多少」と「比較的」が

多く選択され,男性全体では「多少」,女性全体では

「比較的」となった。一方,カ テゴリ4では 50代の女

性と60代以上の男性で「かなり」が選ばれたが,そ
の他の年齢層ではすべて「だいぶ」が選ばれた。全年

齢層のデータに基づくと,男女ともに「だいぶ」が選
ばれた。カテゴリ5では男性の 20代 と40代 ,女性の
20代で「きわめて」が選ばれたが,そ れ以外の年齢

層では「非常に」が選ばれた。全年齢層では男性で

「きわめて」,女性で「非常に」が選ばれた。男性の全
年齢層で「きわめて」が選ばれたのは20代の被験者

数が多いことが起因している。年齢層ごとの男女別の

言葉の選択から,カ テゴリ4と 5ではそれぞれ「だい

ぶ」と「非常に」が多く選ばれていることが分かる。

一般に騒音のうるささに関する社会調査では男女の

区別なく回答を依頼する形で実施されることが多い。

今回,5段階尺度の標準的な程度表現語として提案し
た言葉のうち上位 2カ テゴリに選ばれた「非常に」と

「だいぶ」は「きわめてJや「かなり」よりも男女間
での差異が小さく,社会調査に使われる言葉として適

切であると言えよう。なお,男女を対象とする社会調
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望
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図 2 21の程度表現語の強さの年齢層間比較

査のサンプルとしては男女がほぼ同数含まれるのが理

想的であり,今回の実験はほぼその条件を満たしてい

る。そのため,以下の年齢層間と地域間の比較では男
女の区別は考慮せず,男女合わせて分析する。
ただし,男性だけまたは女性だけを対象とする調査
では,今回の結果を考慮してそれぞれ異なった程度表
現語を使うことも可能である。

3.2 言葉の強さの年齢層間の比較

図-2は 程度表現語の言葉の強さの平均値を年齢層

ごとに比較したものである。どの年齢層も「ほとん

ど」と「あまり」;「多少」と「比較的」,「わりに」と

「だいぶ」の間は差が大きい。

全般的に 20代が各程度表現語で大きな値を示すの

に対して,60代以上は相対的に小さな値を示してい

る。「ほとんど」,「上ヒ較的」,「わ りに」,「 とても」,

「非常に」は年齢層間で差が小さいのに比べると,「あ

まり」,「いくらか」,「多少」,「かなり」,「 きわめて」

は年齢層間の差が顕著である。これらの差を検定する
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ために一元配置の分散分析を行ったところ「あまり」,

「いくらか」,「多少」,「かなり」,「そうとう」,「 きわ

めて」に 1%で有意差が認められた。更にこれらの程

度表現語の強さは30代～50代では差が小さくほぼ一

定であるが,これらの年齢層に比べ 20代では大きく,

60代以上では小さい。

様々な年齢層の人々を対象とする社会調査の尺度に

用いる言葉としては多くの人々に共通の意味と強さを

有する言葉が望ましい。従って,「かなり」,「そうと

う」,「きわめて」といった言葉を標準的な尺度に用い

ることは適切であると言えないことになる。

3.3 選択度数の年齢層間の比較

図 3は 5段階尺度の各カテゴリを表す程度表現語

に個々の言葉が選択された割合 (相対度数%)を年齢
層ごとに算出し,比較したものである。

最上位のカテゴリ5では,20代では「きわめて」

が突出しており,そ の他の年齢層では「非常に」が

40%を越えている。ICBENの方法によって構成した

5段階尺度の最上位に割 り当てる言葉 として「非常

に」が選ばれたのは,そ の言葉の強さが最も大きく,

30代以上の選択度数が高かったためである。今回,

20代の若者は他の年齢層と異なり,「 きわめて」を支

持したが,今後どのような推移をたどるか,興味の持
たれるところである。

次のカテゴリ4で は,20代 は「だいぶ」を最 も多

く選択し,そ の他の年齢層は「かなり」を最も多く選

択 している。ただ し,60代 以上 は「そうとう」も

20%を越える。線分評価 (言葉の強さの評価)で は

「だいぶ」以外に5段階尺度のカテゴリ4の 基準値

(75)に最も近い言葉は見あたらない。結局,こ のカテ

ゴリでは線分評価と選択度数の評価が一致しないが,

ICBENで決めた言葉の選択基準が線分評価を優先し
ているために,「だいぶ」が尺度の言葉 として選ばれ

る結果となった。
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カテゴリ3で は,50代,60代 で「わ りに」,40代
で「すこし」,30代が「比較的」,20代 で「多少」と
「すこし」が 20%を越えており,年齢層により選ばれ
る言葉が異なる。各年齢層とも15%以上選択してい

るのは「比較的」であるが,言葉の強さの評価を考慮
してこの段階では「多少」が標準尺度の言葉として選

択された。

カテゴリ2では 50代以外の年齢層は「あまり」を

20%以上選択しており,「それほど」に勝っている。
しかし,言葉の強さの基準で「それほど」の方が優れ
ているため,標準尺度には「それほど」が選ばれてい
る。

図-3では各程度表現語が特定のカテゴリを表す言

葉として選択された時の相対的な選択度数を示してい

るが,度数が同じでも他のカテゴリには全く選択され

ない言葉と他のカテゴリでも数多く選択される言葉で

は実質的に被験者が好んで選択する程度 (prefer_

ence)は 異なる。そのため,尺度を構成する際の手
‖原[3]で は Net preference score(P%)と いう指標

が使われた。これは各程度表現語が所定のカテゴリに

対応する言葉として選択された度数とそれ以外のカテ

ゴリヘの選択度数の差を全被験者数で除して百分率で

表示したものであり,選択が割れる場合のペナルティ

を考慮していることに相当する。

図 4は Net preference score(P%)の 年齢層間の

比較を示したものである。「すごく」から「非常に」

までのカテゴリ5で「きわめて」に大きな年齢層間の

較差が見られ,20代で最も大きく,60代以上で最も

小さい。それに対し,「非常に」は 20代では「きわめ

て」に及ばないものの,他の年齢層では最大の P%を

示している。カテゴリ4では「だいぶ」と「かなり」

のスコアが大きく,「かなり」は 20代 の値が小さい

が,そ の他の年齢層ではほぼ最大値を示している。一

図 4 5段階尺度の各カテゴリに選ばれた程度表現語に対
するNet preference scoreの 年齢層ごとの比較

ミ還 :唱

図-3 5段階尺度の各カテゴリに選ばれた程度表現語に対
する相対度数の年齢層ごとの比較
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方,「だいぶ」は 20代で最も大きく,30代～60代以

上にかけて P%の値に大きな変化はない。その他の言

葉はこの二つの言葉に比べるとP%が小さく代表値と

しては適さない。

カテゴリ3で は全体的に見て,50代,60代以上の
P%値が大きい。その中でもICBENの 5段階尺度に

選ばれた「多少」は 50代 を除いて幅広い年齢層にお

いて P%値が大きく,こ のカテゴリを代表する言葉と
してふさわしい。

カテゴリ2は カテゴリ3と 異なり相対的に 20代の

値が大 きく50代 の値が小 さい。年齢層間の較差 は

「あまり」で大きいが,その他の言葉では小さい。

図 3の相対度数と図-4の Net preference score

(P%)の結果を比べると,カ テゴリ5,4,2の 分布パ

タンはよく似ている。しかし,カ テゴリ3に分類され

ている「すこし」はカテゴリ2でも多く選択されてい

るため Net preference score(P%)が 小さく,50代
と60代以上では負になっている。「すこし」は段階尺

度によく使われる言葉ではあるが,5段階尺度の場
合,中間のカテゴリとその下のカテゴリに割れるた

め,適切な言葉でないと言えよう。なお,「すこし」
は4段階尺度では下から2番目の尺度に明瞭なモード

を有し,4段階尺度の程度表現語としては適する。
3.4 言葉の強さと選択性の地域間比較

図-5は 線分評価の地域別の平均値を図-2と 同様に

示している。地域間の違いが大きい言葉は「すこし」,

「いくらか」,「やや」,「多少」,「きわめて」で,「それ

ほど」から「比較的」までの中程度の強さを表す言葉

は北海道で全般的に小さな値をとり,近畿で大きくな

っている。「かなり」と「そうとう」は年齢層間での

比較と異なり,,地域間の違いは小さく,「 きわめて」

は年齢層間と同様に地域間の違いが大きい。

図-6は 5段階尺度のカテゴリ2か らカテゴリ5ま

での選択の相対度数を地域間で比較したものである。

カテゴリ5では「非常に」と「きわめて」の値が他の

::・

::
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言葉に較べて相対的に大きい。関東と北海道では「非

常に」の方が「きわめて」より大きいが,近畿では
「きわめて」の方が大きい。これは近畿では 20代の被

験者が多いことにも起因している。九州は,両者の差
はほとんどない。カテゴリ4の場合,九州,関東,北
海道では「かなり」の値が最も大きいが,近畿では
「だいぶ」が大きくなっている。

カテゴリ3に は突出した言葉がなく,「わりに」,

「比較的」,「多少」,「すこし」の四つの言葉がいずれ

の地域でも10～20%の割合を占めている。九州では

「多少」と「すこし」,近畿では「わりに」,離ヒ較的」,
「多少」,「やや」が,関東では「多少」と「すこし」,、
北海道では「わりに」,「比較的」,「すこし」が同程度

の値を示している。カテゴリ2では「あまり」が九州

と関東で 25%以上の値を示し「それほど」は北海道,

近畿で 20%を越える値を示している。カテゴリ3と

比較すると言葉の地域的な特徴がより顕著である。

図-7は Net preference score(P%)の 地域間の比

較を示したものである。カテゴリ5では近畿で「きわ

めて」が優位であるが,他の地域では「非常に」を好
んで選んでいる。カテゴリ4では近畿で「だいぶJの

Cate80■ 3   1 Categ。
・
4

-HOkka‖ 。 1
-■ -Onto  l

図 6 5段階尺度の各カテゴリに選ばれた程度表現語の相
対度数の地域間比較

図 7 5段階尺度の各カテゴリに選ばれた程度表現語の
Net preference scoreの 地域間比較
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図 5 21の程度表現語の強さの地域間比較
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P%が大きいが,他の地域では「かな り」の P%が最
大である。カテゴリ3では北海道で「わ りに」の P%
が大きいが,他の地域では「多少」の P%が卓越 して
いる。カテゴリ2では北海道で「それほど」の P%が

最も大きいが,他の地域では「あまり」の P%が最大
である。

図-6の相対度数と図 7の Net preference score

(P%)を比べると,年齢層間の比較 と同様に「すこ

し」の分布パタンが図‐7で小さくなっている。

4。 程度表現語の強 さの年齢 による回帰分析

表-3は 年齢層別に分類 したデータを基にICBEN
の評価基準を適用した結果得られた年齢層ごとの 5段

階尺度を構成する程度表現語を示している。全データ

を用いて構成した尺度と6か所で異なっている。すな

わち,20代ではカテゴリ5に「きわめて」が選ばれ,

60代以上ではカテゴリ4に「かなり」が,40代 から

60代以上までの年齢層ではカテゴリ3に「比較的」,

60代以上ではカテゴリ2に「たいして」が選ばれた。

同様な処理を地域別に施したものが表・ 4で あり,

全データを用いて構成した尺度とは 2か所で異なって

いる。こちらはカテゴリ5に近畿では「きわめて」,

カテゴリ3に北海道では「わりに」が選ばれたほか

は,全データを基に選ばれた程度表現語と同じであ

る。以上のことから,ICBENの 基準を適用すれば,
ある程度の大きさの標本が確保できれば,地域による

反応の違いは年齢層間の反応の相違ほど大きくないと

言えよう。

言葉の強さへの年齢の効果を定量的に把握するため

日本音響学会誌 58巻 2号 (2002)

に,21個 の程度表現語のおのおのについて 1,102名

の強さの評価の値を目的変数とし,各被験者の年齢を

説明変数として回帰直線を求めた。表 5は回帰直線

の一覧である。回帰係数の有意差を検定した結果,

「まったく」,「いくらか」,「多少」,「だいぶ」,「かな

り」,「そうとう」,「すごく」,「きわめて」に 1%で ,
「すこし」,「やや」,「ひどく」に 5%で有意差が認め

られた。表 5か ら,「まったく」,「たいして」,「すご

表-5 程度表現語の強さと年齢の回帰式

程度表現語 回帰式

まったく

ほとんど

あまり

たいして

それほど

わずかに

すこし

いくらか

やや

多少

比較的

わりに

だいぶ

かなり

とても

そうとう

たいへん

すごく

ひどく

きわめて

非常に

ク= 0.028″ -0.1

ク=-0.004″ +7.0
y=-0.030″ +19.8

ク= 0.016″ +18.9

ク=-0.018χ +21.8
y=-0.034″ +274
ク=-0.073″ +37.8

ク=-0.170″ +46.2
y=-0.083″ +46.9

ク=-0.164″ +51.3

ク=-0.020″ +56.7

ク=-0.027″ +58.5

ク=-0.119“ +80.1

ク=-0.214″ +92.7
y=-0.037″ +85.4
y=-0.112χ +89.5
y=-0.023″ +872
y= 0.061″ +87.1

ク=-0.034″ +92.3
y=-0.188χ +99.6

ク=-0.017″ +94.6

表 3 年齢層ごとに構成した 5段階尺度

カテゴリ
年齢層

20千ヽ

30 ft

40 ft

50代

60代以上

多少

多少

比較的

比較的

比較的

まったく それほど
まったく それほど
まったく それほど
まったく それほど
まったく たいして

だいぶ  きわめて
だいぶ  非常に
だいぶ  非常に
だいぶ  非常に
かなり  非常に

表 4 地域ごとに構成した 5段階尺度

カテゴリ
地域

北海道

関東

近畿

九州

全地域

まったく

まったく

まったく

まったく

まったく

それほど

それほど

それほど

それほど

それほど

わりに

多少

多少

多少

多少

だいぶ  非常に
だいぶ  非常に
だいぶ  きわめて
だいぶ  非常に
だいぶ  非常に



騒音の社会反応の測定方法に関する国際共同研究
"

表-6 人口構成を考慮した地域ごとの 5段階尺度

く」の回帰直線の傾きは正であるが,回帰係数は 0.1

以下であり大きくはない。その他の言葉は全て年齢と

共に値が減少する負の傾きを持っている。中でも「か

なり」,「きわめて」,「いくらか」,「多少」は,相対的
に傾きが大きく年齢の効果が大きい。ほとんどの言葉

は若い人ほど強い印象を持っていることになるが,特
に「かなり」は50歳の年齢差が約 10ポイントの強さ

の差となる。

米川[4]は若者がどのような言葉を使うかを様々な

面から検討している。その中で,「 とても」や「非常

に」などの強意の副詞ははやりすたりがあり,人は使
い古した言葉には強さを感じなくなり,新たな言葉を

使い出すようになるとしている。高齢の人々ほどこの

実験で使用したほとんどの言葉をこれまでよく使って

きたために,強 さを感じにくくなっていると解釈する
こともできよう。 また,若い人々は「かなり」を「と
ても」や「たいへん」のようなはなだしい程度を示す

言葉として使用する傾向がある。

全データを用いて構成した尺度の中間のカテゴリに

選ばれた「多少」の評価値は年齢によって大きく異な

るものの,上位二つのカテゴリ「非常に」,「だいぶ」
と「それほど」といったその他のカテゴリの年齢の効

果は小さい。このことは幅広い年齢層を対象とする騒

音に関する社会調査に用いる尺度として適した言葉が

選ばれていることを示している。

次に,データの母集団について検討したい。尺度の
構成では被験者がランダムに抽出されたわけではない

ので,人口構成による加重を行わず,そ のままのデー

タを用いた。今回の実験で地域的にわずかに違いはあ

るが,四つの地域のそれぞれのデータを基に構成され
た尺度は似ている (表 3)。 しかしながら,年齢層間
で比較すると言葉によって大きな差を示している。二

般に社会調査では様々な年齢層を対象とするため,言
葉の強さが年齢層に依存するならば,尺度の構成に際
して理想的にはその人口構成を考慮する必要があろ

う。

被験者がランダムに選ばれたと仮定して,1995年
の国勢調査に基づく日本の人口構成を考慮した重み付

カテゴリ

わりに

比較的

やや

多少

比較的

だいぶ  非常に
だいぶ  非常に
だいぶ  きわめて
だいぶ  非常に
だいぶ  非常に

けを行い,5段階標準尺度を構成したものが表-6であ
る。表-4の人口構成の補正なしの場合と比較すると

カテゴリ3の変化が大きく,近畿や関東の「多少」が
それぞれ「やや」と「比較的」に,ま た北海道の「そ

れほど」が「たいして」に変化しているが,全地域の
データではカテゴリ3で「多少」が「比較的」に変わ

つただけである。従って,人口構成を力日味しても,%
highly annoyedを 算出するのに重要である上位二つ

のカテゴリの言葉には変化がない。

5。 お わ り に

騒音のうるささを表す程度表現語に関して,日本の
4地域で幅広い年齢層にわたる 1,102名の日本人のデ

ータを用いて,言葉の強さ (intensity)や どのような

言葉が尺度のカテゴリに好んで選ばれるか (prefer_

ence)に 基づいて男女間及び年齢層間や地域間の違

いを検討した。

強さの評価では「きわめて」や「かなり」には男女

間で有意な差が見られたが,全データを用いて構成し
た尺度に用いた「非常に」や「だいぶ」には見られな

かった。「かなり」,「きわめて」,「いくらか」,「多少」

といつた言葉に年齢による違いが顕著であり,「 きわ

めて」および「すこし」,「い くらか」,「やや」,「多

少」といった中程度の言葉に地域差が見られた。ただ

し,中程度の言葉では北海道の評価が低いが,他の地
域では大きな差は見られなかった。

言葉の選択性に関しては 20代が最上位に「きわめ

て」を選択しているが,他の年齢層では「非常に」を
選択し,次のカテゴリでは 20代が「だいぶ」を好ん
で選択したが,他の年齢層は「かなり」を選んでい
る。カテゴリ2で はどの年齢層も一貫して「あまり

に」を選択している。地域によって選ばれる言葉に違

いが見られるが,年齢層間の比較と同様の傾向が見ら
オしる。

このように,強さの評価と選択性の評価のパタンは
一致していない。標準的な尺度として「非常に」,「だ

いぶ」,「多少」,「それほど…ない」,「まった く…な

い」が選ばれたが, これらの言葉のうち「多少」に年

地域

北海道

関東

近畿

九州

全地域

まったく たいして
まったく それほど
まったく それほど
まったく それほど
まったく それほど
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齢層による違いが見られるものの,他の言葉は男女

間,年齢層間,地域間で安定した評価を得ている。

騒音の影響に関する社会調査では反応指標として一

般に%highly annoyedが 用いられ,そ の算出には 5

段階尺度の場合特に上位二つのカテゴリが重要であ

る。これらのカテゴリに割 り当てられた言葉である

「非常に」と「だいぶ」は男女間及び年齢層間,地域

間のすべてで差が小さく,提案された 5段階尺度は反

応指標を求める尺度としては実用的には十分であろ

う。

今回の実験に用いた 21の言葉の中では「多少」は

I―C Deltaと P%Deltaと もにカテゴリ3の言葉とし

て最もよかった[3]。 また,矢野ら[5]は実験用に選

んだ言葉が普段人々が騒音のうるささを表すのによく

使う言葉であるかを検討するために,実験に用いた

21の言葉を含む 100の程度表現語から普段よく使う

言葉を選ばせる調査を別途行った。その結果,日本語

では中程度を表す言葉として実験用に選んだ言葉以外

に適当な言葉が見あたらないことから,カ テゴリ3の

言葉として「多少」よりすぐれた言葉はないと考えて

いる。

日本音響学会誌 58巻 2号 (2002)
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